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研究の動機 
夢の内容を聞くことで、その人の心理状態が分
かるのではないか。また、夢は個人の心理状態
や抱えるストレスと関係があるのではないかと
思ったから。  

先行研究 
　〈 夢内容の生成に関する要因 〉 
・就寝前の気分が直接影響し、個人特性        
は就寝前の気分を媒介する 
・日常で感じるストレスが不安な夢想起の     
頻度と関係している 
〈不安夢の臨床心理学的意義〉 
・不安夢と関わることの臨床的意義は夢が
現実世界での意識や行動の変化の先を
行くことが多い 

研究方法 
①アンケート作成 
〈アンケートの内容〉 
　・寝る前の心理状態 
　・みた夢の内容や雰囲気 
　・夢から覚めた時の気分 
　・その日の印象的な出来事は何か　など 
 
②アンケート結果をまとめる 
（この時、アンケート結果に相関関係がな
ければアンケート内容を工夫して、もう一
度アンケートをとる） 
 
③アンケート結果を基に専門家の話を 
　聞く 

必要な道具 
　・アンケート用紙  ・タブレット  
　・心理学の本  ・先行研究 

仮説 
・寝る前の心理状態が夢に影響する 
 
・疲れているときは、夢を見ない 
 
・その日にあった印象的な出来事は 
　夢内容に反映する 

研究計画 
 

参考文献 
不安夢の臨床心理学的意義に関する研究 
「https://archives.bukkyo-u.ac.jp/rp-contents/KK/000
8/KK00080L035.pdf」 
個人特性と気分状態が不快な夢内容へ及ぼす影響
「https://ci.nii.ac.jp/naid/130006172242」 
夢想起の頻度に 
人格特性とストレス-イベントが及ぼす影響
「https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjpjspp/5/1/5_KJ0
0001287040/_pdf」 

4～5月  先行研究を基にアンケートを
とる。（１回目） 

6～7月  １回目の結果を分析し、その
結果を元にアンケートをとる。
（２回目） 

夏休み  １回目と2回目の結果をまと
め、専門家に話を聞きに行
く。 

９～10月  専門家のアドバイスを基にア
ンケートをとる。 
　　　　　　（３回目） 

11～12月  アンケート結果をふまえて、
自分たちの結論を出し、まと
める。 


